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特集
　設置義務化から10年
　住宅用火災警報器
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特
集

住宅用火災警報器（以下、「住警器」）の設置が義務化され
てから、今年で 10 年になります。

住警器は、私たちの命や財産を守るために重要な役割を
果たします。既に設置している人も、まだ設置していない
人も、住警器について考えていきましょう。
問い合わせ先　 消防本部予防課☎ 22-0332、FAX22-

9427

設置義務化から 10年　住宅用火災警報器

火災発生時の煙や熱を
感知して、警報ブザーや
音声などで知らせる機器
です。

住警器には「煙式」（煙
が出た段階で警報音が鳴るも

の）と「熱式」（炎が上がっ
てから警報音が鳴るもの）が

ありますが、火災の発生をいち早く知るためには、
煙式が有効です。

住警器は設置後 10 年が経つと、センサーや電子
回路などの部品の劣化などで火災を感知しなくなる

ことがあります。
　たとえ電池が切れてい
なくても、故障している
住警器を使用していると、
火災が発生した場合に正
常に作動せず、火災の発
見が遅れ、大切な家族の
命や財産を失う可能性が
あります。設置後 10 年を
目安に、住警器の本体を
交換しましょう。

▶︎
住
警
器
の
点
検

住宅用火災警報器（住警器）とは

▲（財）日本火災報知工業会
キャラクター「とりカエル」
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■
建
物
火
災
に
よ
る
死
者

平
成
27
年
中
に

消
防

本
部
管
内
で
発
生
し
た
火

災
の
う
ち
、
建
物
火
災
が

20
件
で
全
体
の
約
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。
全
国
で

は
建
物
火
災
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

年
間
約
１
、０
０
０
人
を

超
え
る
人
が
建
物
火
災
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
の
統
計
で
は
、
建
物
火
災
に

よ
る
死
者
の
約
70
パ
ー
セ
ン
ト
を
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
占
め
て
お
り
、
被
害
者
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
世
帯
に
住
警
器

を
設
置
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
住
警
器
が
救
う
　

　
あ
な
た
の
命
と
財
産

平
成
18
年
か
ら
新
築
住
宅
へ
の
住
警
器
の
設
置
が

全
国
的
に
義
務
付
け
ら
れ
、市
で
は
そ
の
５
年
後
に
、

全
て
の
住
宅
に
住
警
器
の
設
置
を
義
務
付
け
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
市
内
で
は
ま
だ
約
20
パ
ー
セ
ン
ト
の

住
宅
に
住
警
器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

総
務
省
消
防
庁
の
調
査
で
は
、
住
警
器
を
設
置
し

て
い
る
住
宅
で
は
、
死
亡
の
発
生
件
数
は
３
分
の
２

に
、
火
災
に
よ
る
平
均
損
害
額
は
約
半
分
に
減
少
し

た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
下
図
グ
ラ
フ
）。
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出典：総務省消防庁統計データ（平成24年～同26年）
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子ども部屋

住警器を設置する場所
　住警器の設置の対象は、住宅として使用されている全ての建物です。

　１戸建ての住宅や併用住宅の住宅部分、マンションやアパートなどの共同住宅の住宅部分が対象です（マ
ンションやアパートなどで、自動火災報知設備
やスプリンクラー設備が設置されている場合は

除きます）。

設置の義務（条例によって煙式の住警器を
設置しなければならない場所）

①普段、寝室に使用している部屋の天井
または壁（ただし、来客が時々就寝するよう
な客間などは除きます）

②寝室が２階以上にある場合は、階段の
踊り場の天井または壁
設置の努力（安心・安全のため、設置をお
すすめする場所）

③「台所」は、火災予防上の観点から、
住警器を設置することが望まれます。

日常の点検方法

　住警器本体の「押しボタン」を押す、
または本体から下がっているひもを引き、
音や音声が鳴れば異常はありません。作
動確認は月に１回程度行ってください。
　また、住警器の感知部分（煙や熱を感知
する部分）にホコリなどの汚れが付くと、
煙や熱を感知しにくくなります。１年に
１回程度、よく絞った布などで汚れを拭
き取ってください。
　住警器が正常に機能するために、日頃
から作動確認と手入れをしましょう。
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【例１】
　タバコの吸殻が消えたことを確認せず
に外出したところ、灰皿に溜まっ
ていた吸殻がくすぶりだし、そ
の煙で住警器が鳴りました。警
報音に気づいた隣人の 119 番通
報で消防隊が出動すると、火事
になる寸前の状態でした。

鳥居本学区防災推進協議会の皆さん

昨
年
、㈳
全
国
消
防
機
器
協
会
が
実
施
す
る
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
配
布
モ
デ
ル
事
業
」

で
、

消
防
本
部
か
ら
推
薦
さ
れ
た
鳥
居
本
学
区
防
災
推
進
協
議
会
が
全
国
20
地
区
の
モ
デ

ル
地
区
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
選
定
に
よ
り
、
住
警
器
や
消
火
器
な
ど
が
無
償
配
布
さ
れ
、
消

防
団
員
や
民
生
委
員
の
協
力
の
も
と
、
高
齢
者
世
帯
に
住
警
器
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
住
宅
防
火
に
つ
い
て
先
進
的
に
取
り
組
み
、
活
動
さ
れ
た
み
な
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
良
か
っ
た

点
こ
の
事
業
は
、
敬
老
の
日
を
中
心
に

全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
「
住
宅
防

火
・
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
あ
わ
せ

て
実
施
さ
れ
、
改
め
て
災
害
時
の
地
域

の
協
力
体
制
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

■
住
宅
防
火
対
策
で
の
今
後
の
活
動

住
警
器
の
維
持
管
理
の
必
要
性
を
呼

び
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
住
警
器
を
取
り
付
け

た
後
、
長
い
間
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
お
宅
が
非
常
に
多
く
、
先
日
も
家
庭

防
火
診
断
で
各
世
帯
の
状
況
を
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
、
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯

の
う
ち
４
割
程
度
し
か
点
検
等
を
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

例
え
ば
、
学
区
全
体
の
防
災
訓
練
等

で
、
訓
練
の
日
は
一
斉
に
点
検
を
呼
び

か
け
る
等
と
い
っ
た
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

火
災
は
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
何
よ

り
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
一
人
ひ
と

り
が
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
す
る

こ
と
や
住
警
器
を
設
置
す
る
等
、
予
防

対
策
が
重
要
で
す
。

　
　

そ
の
一
方
で
、
万
が
一
火
災
が
発

生
し
て
も
、
地
域
の
防
災
訓
練
で
培
っ

た
住
民
の
「
消
防
力
」
で
お
互
い
助

け
合
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　煙を感知した住警器が鳴ることにより、隣人が警報音に気づいて
119 番通報をしています。もし住警器が設置されていなければ、火
災が発生し、大きな損害となっていたかもしれません。
　住警器を設置することで、自ら火災に気づくことはもちろん、隣人
や通行人が警報音で火災に気づくという効果もあります。

【例２】
　コンロに火をつけたまま、別室で寝込

ん で し ま い、 住
警器の警報音に
気づいた隣人の
119 番通報で消
防隊が出動した
ため、火事にはな
りませんでした。

あってよかった！住警器
　住警器を設置していたおかげで、火災を未然に防ぐことができた例が数多く報告されています。
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悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
！

　

住
警
器
の
訪
問
販
売
で
強
引
に
契
約
を

迫
る
業
者
に
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
住
警
器
は
、
家
電
販
売
店
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
し
、
自
分
で
取
り

付
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
消
防
署
が
住

警
器
を
販
売
し
た
り
、
業
者
を
あ
っ
せ
ん

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
警
器
の
訪

問
販
売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の

対
象
で
あ
り
、
契
約
日
を
含
め
８
日
間
は

契
約
の
解
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
あ
な
た

と
あ
な
た
の
家
族
を
守
る
切
り
札
で

す
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家

庭
は
、
早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

特
集

甲種防火管理新規講習 (前期 )

日時　7 月 13 日㈬、同 14 日㈭ 9:00 ～
16:00 

場所　 消防本部 ( 西今町 )　
定員　72 人 ( 先着順、 消防本部管内の人が優先 ) 

費用　4,280 円 ( テキスト代を含む )

申込期間　6 月 13 日㈪～同 17 日㈮ 8:30
～ 17:15

申込・問い合わせ先　 消防本部予防課☎ 22-
0332、FAX 22-9427

※電話・インターネットでの申込みはできませ
ん。

応急手当普及員養成講習会

応急手当普及員とは、事業所または防災組織
などで応急手当の指導を行うことができる資格
です。
日時　8 月 8 日㈪〜同 10 日㈬の 3 日間　　

各日 8:30 〜 17:10
場所　 消防本部（西今町）

対象　彦根市・犬上郡の事業所または防災組織
などに属し、応急手当の指導に従事する人

費用　無料（ただし、テキスト代約 4,000 円が必要）

定員　20 人（先着順）

申込期限　6 月 30 日㈭
問い合わせ先　 消防署本署救急係☎ 22-

6119、FAX 22-9427
詳しくは彦根市ホームページ http://www.city.
hikone.shiga.jp/index.html をご覧ください。

強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒ 14111114

彦
根
市
長　

大
久
保　
貴

設置義務化から 10年　住宅用火災警報器

6月 5日～6月11日　危険物安全週間
　「危険物　決めろ無事故の　ストライク」(平成28年度危険物安全推進標語 )

　
熊
本
地
方
を
中
心
に
、
極
め
て
大
き

な
地
震
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
人
に
哀
悼
の
誠
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
彦
根
市

も
被
災
地
の
復
旧
復
興
を
支
援
す
べ
く
、

職
員
の
派
遣
や
義
援
金
等
に
取
り
組
み
、

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
然
災
害
へ
の
対
応
は
き
わ
め
て
難

し
い
一
方
、
人
的
に
予
防
で
き
る
災
い

に
火
災
予
防
が
あ
り
ま
す
。
既
に
各
家

庭
に
お
い
て
住
警
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
更
に
広
く
設
置
が

進
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で
も
、

今
年
に
入
り
住
宅
火
災
が
既
に
数
件
発

生
し
ま
し
た
。
非
常
に
大
き
な
損
失
を

見
る
に
つ
け
、
火
災
予
防
対
策
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
是
非
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
火
災

予
防
へ
の
強
い
意
識
を
持
ち
、
対
応
を

進
め
た
い
も
の
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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▶彦根市の医療費助成制度には、所得制限があります。本人、配偶者、扶養義務者（保険の扶養義
務者、税の扶養義務者、同一住所の最多所得者）の所得が把握できない場合は、前住所地などで
の課税証明書（所得額の分かるもの）が必要です。

▶福祉医療の区分や本人・配偶者・扶養義務者の所得状況などにより、自己負担金が生じる場合が
あります。

ご注意
ください！

区 分

乳 幼 児

小 中 学 生
入 院 医 療 費 助 成

重 度 心 身 障 害 者

精神障害者精神科
通 院 医 療 費 助 成

ひ と り 親 家 庭

ひとり暮らし寡 婦
（65歳未満）

対 象
０歳児から小学校入学前
（６歳の誕生日の前日以後における最初の３月31日まで）の乳幼児
彦根市に住民登録があり、健康保険に加入している小・中学生
（入院にかかる医療費のうち保険適用の自己負担分を償還払いで助成します。
保険の効かないもの〈差額ベッド代など〉や入院中の食事代、交通事故などは
助成されません）
身体障害者手帳（１～３級）または療育手帳（Ａ１、Ａ２）を持つ人
特別児童扶養手当支給対象児童で障害の程度が1級の人

精神障害者保健福祉手帳（１級、２級）を持ち、精神障害者通院医
療費公費負担の適用を受けている人※精神障害治療にかかる通
院医療のみ対象

母子・父子家庭で、18歳未満の児童（18歳の誕生日の前日以後にお
ける最初の３月31日までの人）を扶養している母または父と児童 

かつて母子家庭の母に該当していた人で、ひとり暮らしの状
態がおおむね1年以上継続しており、今後も継続すると見込
まれる人　

身体障害者手帳（4級）または療育手帳（B１）を持つ人

市民税を課せられている人がいない世帯に属し、扶養者も非
課税の人

追加書類など

通帳、領収書など

身体障害者手帳
または療育手帳など

精神障害者保健福祉手帳
自立支援医療受給者証（精神通
院医療）

児童扶養手当証書など

ひとり暮らし寡婦申立書など

身体障害者手帳
または療育手帳

福
　
現
在
の
福
祉
医
療
費
受
給
券
（
乳

幼
児
以
外
）
、
重
度
心
身
障
害
老
人

等
福
祉
助
成
券
、
ま
た
は
精
神
科
通

院
医
療
費
受
給
券
は
、
８
月
１
日
㈪

か
ら
新
し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

 

引
き
続
い
て
医
療
費
の
助
成
を
受

け
る
た
め
に
は
、
更
新
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
更
新
の
流
れ
を
左
図
で

示
し
ま
す
。
乳
幼
児
で
福
祉
医
療
費

受
給
券
を
受
け
て
い
る
人
は
、
今
回

の
更
新
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
彦
根
市
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。
新
た
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
　
保
険
年
金
課
☎

30-

６
１
３
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番

　保険年金課から６月初めに、手続きに必要
な書類を郵送します

　保険年金課が所得などの審査を行います

引き続いて８月１日以降も該当する人には、
７月25日㈪頃に受給券を郵送します

※更新申請書の提出がない場合は、新しい受給券など
を受けていただくことができませんので、ご注意くだ
さい。
※審査の結果、前年所得が所得制限額を超過した場合
は、受給券などを利用することはできません。

６月30日㈭までに更新申請書を提出してく
ださい

更新の流れ 福
祉
医
療
（
乳
幼
児
以
外
）
の

更
新
申
請

６
月
30
日
㈭
ま
で
に

手
続
き
を

下記の対象に該当する人は、医療費の助成が受けられる場合があります
▶申請に必要なもの　健康保険証、印鑑　※区分により追加書類などが必要です

ひとり暮らし高齢寡婦

心 身 障 害 者

低 所 得 者

65
〜
74
歳
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河
川
の
避
難
情
報
を
発
令

す
る
判
断
基
準
水
位
が
変

わ
り
ま
し
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　
口市
危
機
管
理
室　

市
で
は
、
河
川
の
増
水
に
対
し

て
、
水
位
や
雨
量
な
ど
か
ら
判
断

し
、
皆
さ
ん
に
避
難
情
報
を
発
令

す
る
目
安
と
な
る
判
断
基
準
水
位

を
定
め
て
い
ま
す
。今
回
、滋
賀
県

水
防
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
、
県

内
の
主
な
一
級
河
川
の
判
断
基
準

水
位
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
市
内
を
流
れ
る
４

つ
の
水
位
周
知
河
川
（
愛
知
川
、
宇

曽
川
、
犬
上
川
、
芹
川
）
の
避
難
情

報
の
発
令
の
判
断
基
準
水
位
も
変

更
に
な
り
ま
し
た
。（
下
表
）

こ
れ
ま
で
は
、
危
険
水
位
な
ど

の
設
定
が
低
く
、
早
い
段
階
で
そ

の
水
位
に
到
達
す
る
河
川
が
多
く
、

避
難
情
報
を
発
令
し
て
も
、
実
際

に
は
住
民
の
避
難
行
動
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。

避
難
情
報
の
発
令
基
準
が
よ
り

現
実
に
即
し
た
水
位
と
な
る
よ
う
、

今
ま
で
よ
り
高
い
水
位
へ
変
更
さ

れ
た
も
の
で
、
よ
り
切
迫
し
た
段

階
で
の
避
難
情
報
の
発
令
に
な
り

ま
す
。

　

災
害
時
に
は
情
報
を
し
っ
か
り

入
手
し
て
、
迅
速
か
つ
安
全
に
避

難
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

避
難
情
報
の
伝
達
方
法

避
難
情
報
の
発
令
を
し
た
場
合
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
自
治
会
な
ど
を
通

じ
て
伝
達
し
ま
す
。

避
難
情
報
の
入
手
手
段

テ
レ
ビ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放
送

「
防
災
・
生
活
情
報
」
リ
モ
コ
ン

の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
し
て
確
認

ラ
ジ
オ　

Ｆ
Ｍ
ひ
こ
ね
（
78
・
２

M
H

z

）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
に「
彦
根
市
緊
急
災
害
情
報
」

を
表
示

市
災
害
用
ツ
イ
ッ
タ
ー　

彦
根
市

防
災@

bousai_hikone

市
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム　

登
録

さ
れ
た
人
へ
の
メ
ー
ル
配
信

緊
急
情
報
メ
ー
ル
な
ど　

Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
社
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
社
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
社
（
ａ
ｕ
）
の
携
帯
電

話
な
ど

※
詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

１
７
７
７
番

生
活
に

困
窮
し
て
い
ま
せ
ん
か　

口市
社
会
福
祉
課

　

働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
、
住

む
と
こ
ろ
が
な
く
な
る
、
働
け
な

い
家
族
が
い
る
な
ど
、
日
々
の
生

活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
自
立
支
援
相
談
事
業

　

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
課
題

を
支
援
計
画
を
立
て
て
解
決
し

ま
す
。
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い

人
へ
の
就
労
支
援
も
行
い
ま
す
。

▼
住
居
確
保
給
付
金

　

離
職
に
よ
り
寮
な
ど
の
住
居

を
失
っ
た
人
や
住
宅
を
失
う
恐

れ
の
あ
る
人
に
、
安
定
し
た
就

職
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
期

限
付
き
で
家
賃
相
当
額
を
支
給

し
ま
す
。

▼
就
労
準
備
支
援
事
業

　

長
期
間
の
ひ
き
こ
も
り
な
ど

を
理
由
に
、
す
ぐ
に
働
く
こ
と

が
不
安
な
人
に
対
し
て
、
農
作

業
体
験
や
就
労
体
験
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
、

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
と
社
会

的
能
力
を
取
り
戻
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

▼
一
時
生
活
支
援
事
業

　

住
居
の
な
い
人
に
対
し
て
一

定
期
間
宿
泊
場
所
や
食
べ
物
の

提
供
を
行
い
な
が
ら
、
就
労
支

援
を
行
い
自
立
を
目
指
し
ま
す
。

▼
学
力
向
上
支
援
事
業

　

支
援
世
帯
で
勉
強
に
不
安
を

抱
え
る
中
学
生
を
対
象
と
し
た

学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

勉
強
以
外
の
悩
み
な
ど
も
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課

☎
23-

９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

彦
根
市
い
き
が
い
わ
く

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

口市
社
会
福
祉
課

子
育
て
や
家
族
の
介
護
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
仕
事
を
し

た
く
て
も
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
人
の
生
活
状
況
や
能
力
に
応
じ

た
就
労
先
を
紹
介
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
働
き
生
活
で

き
る
地
域
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
た
無
料
職
業
紹
介
事

業
所
で
す
。

事
業
者
・
団
体
の
み
な
さ
ん

事
業
に
協
力
い
た
だ
け
る
事
業

者
・
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳

細
は
担
当
者
が
説
明
に
う
か
が
い

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課

☎
23-

９
５
９
０
番
、

子
育

て
支
援
課
☎
26-

０
９
９
４
番

い
ず
れ
も
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６

８
番

水位周知河川

愛知川

宇曽川

犬上川

芹川

量水標
（水位測定場所）

御幸橋

金沢大橋

千鳥橋

芹川旭橋

避難準備情報

1.75（1.50）

2.90（2.80）

2.00（1.70）

1.00（0.90）

避難勧告

2.30（1.60）

3.70（3.60）

2.30（2.00）

1.40（1.20）

避難指示

2.80（2.30）

4.50（4.20）

2.55（2.20）

1.80（1.50）
カッコ内は変更前の水位です。単位：m
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児童手当の現況届
児童手当を受給している人は、６月

分以降の同手当を受給するために現況
届の提出が必要です。対象者には６月
初旬に現況届の申請用紙を郵送します。
必要事項を書いて提出してください。

提出期限　6月３０日㈭　

▶公務員の人は勤務先での手続きにな
ります。
▶申請期限を過ぎても提出できますが、

手当の振り込みが遅れる場合があり
ます。

▶単身赴任など子どもと別居している
人や平成 28 年１月２日以降に彦根
市に転入した人は、他に必要な提出
書類があります。詳しくは郵送する
現況届の案内用紙を確認してくださ
い。

提出場所　 保険年金課、支所・各出
張所

※郵送で提出する場合は、同封の返送
用封筒を利用してください。

問い合わせ先　 保険年金課☎ 30-
6136、FAX22-1398

７
月
か
ら
彦
根
駅
東
口
の

自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域

を
拡
大
し
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　
口市
交
通
対
策
課　

自
転
車
な
ど
の
放
置
は
、
良
好

な
都
市
景
観
を
損
な
う
ば
か
り
で

は
な
く
、
歩
行
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
。
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
内

で
放
置
さ
れ
た
自
転
車
・
原
動
機

付
自
転
車
は
撤
去
・
移
動
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

返
還
場
所　

彦
根
市
放
置
自
転
車

保
管
所（
小
泉
町　

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ

す
横
）

日
時　

毎
週
火
・
金
・
日
曜
日
い

ず
れ
も
午
後
３
時
〜
７
時

必
要
な
も
の　

▼
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
、
学
生
証
、
保
険
証
な
ど
）

彦根駅

自転車
駐車場

●

至 米原

N

至 大津

ケーズ
デンキ

追加する自転車等放置禁止区域

現在の自転車等放置禁止区域

●

▼
返
還
手
数
料
（
自
転
車
１
台
２
、５

７
０
円　

原
動
機
付
自
転
車
１
台　

３
、
８
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を

利
用
く
だ
さ
い　

平
成
28
年

経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査

口市
企
画
課

こ
の
調
査
は
、
全
国
す
べ
て
の

事
業
所
・
企
業
を
対
象
に
、
売
上

高
や
経
理
項
目
を
把
握
す
る
調
査

で
す
。

事
業
所
な
ど
の
皆
さ
ん
は
、
６

月
７
日
㈫
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
答
い
た
だ
く
か
、
紙
の
調

査
票
を
調
査
員
が
受
け
取
り
に
う

か
が
う
ま
で
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
適

正
に
管
理
し
、
統
計
法
に
定
め
ら

れ
て
い
る
利
用
目
的
以
外
で
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

福
祉
有
償
運
送
の
登
録
申
請

　　　　　　　　　　　　　　　　　
口市
障
害
福
祉
課　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
範
囲
で
、
外
出
時

に
支
援
が
必
要
な
要
介
護
認
定
者

そ
の
他　

必
要
書
類
、
様
式
な
ど

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦

根
市
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議

会
事
務
局
（

障
害
福
祉
課
内
）

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

自
動
車
の
不
正
改
造
は

犯
罪
で
す

　　　
近
畿
運
輸
局

６
月
は
「
不
正
改
造
車
を
排
除

す
る
運
動
」
強
化
月
間
で
す
。

自
動
車
の
改
造
を
実
施
す
る
こ

と
、
改
造
さ
れ
た
自
動
車
を
走
行

さ
せ
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
法
律

で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す

る
と
整
備
命
令
の
交
付
を
受
け
た

り
、
罰
金
な
ど
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
不
正
改
造
車
を
見
か
け
た
ら

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

近
畿
運
輸
局
滋

賀
運
輸
支
局
検
査
・
整
備
・
保

安
部
門
☎
０
７
７-

５
８
５-

７

２
５
２
番

や
身
体
障
害
者
な
ど
を
車
を
使
っ

て
、
有
償
で
移
送
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉

有
償
運
送
）を
提
供
す
る
場
合
に
は
、

道
路
運
送
法
に
基
づ
き
、
運
輸
支

局
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
に
は
、
彦
根
市
福
祉
有
償

運
送
運
営
協
議
会
の
合
意
が
必
要

で
す
。
福
祉
有
償
運
送
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
お
う
と
す
る
団
体
は
、
期

日
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月
24
日
㈮　

午
後

５
時
15
分

※
今
回
の
申
請
分
は
、
７
月
下
旬

ま
た
は
８
月
上
旬
に
開
催
予
定

の
彦
根
市
福
祉
有
償
運
送
運
営

協
議
会
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
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働
保
険
徴
収
室
☎
０
７
７-

５

２
２-

６
５
２
０
番
、彦
根
労
働

基
準
監
督
署
☎
22-

０
６
５
４

番
、
滋
賀
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ http://shiga-roudoukyoku.
jsite.m

hlw.go.jp/

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

　
□県
文
化
財
保
護
課

美
術
品
、
骨
董
品
と
し
て
の
火

縄
銃
な
ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類
は
、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
に
よ

り
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い
な

い
銃
砲
・
刀
剣
類
は
、
他
人
へ
譲

渡
し
た
り
、
所
持
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
９
日
㈭　

午
前
10
時

～
午
後
３
時

場
所　

大
津
合
同
庁
舎
７
Ｂ
会
議

室
（
大
津
市
松
本
一
丁
目
）

持
ち
物

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）

②
警
察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届

出
済
証

③
審
査
手
数
料
（
１
件
６
、
３
０
０

円
）、
ま
た
は
再
交
付
手
数
料

（
１
件
３
、
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
☎
０
７
７-

５

２
８-

４
６
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
８-

４
９
５
６
番

木
造
住
宅
な
ど
の
耐
震
化

を
支
援
し
て
い
ま
す

口市
建
築
指
導
課

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

住
ま
い
の
住
宅
の
耐
震
性
を
耐

震
診
断
員
が
無
料
で
診
断
し
ま
す
。

ま
た
、
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
可

能
性
が
高
い
と
さ
れ
た
場
合
、
耐

震
改
修
を
行
う
際
の
補
強
案
の
作

成
お
よ
び
概
算
費
用
の
算
出
を
行

い
ま
す
。

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

募
集
棟
数　

30
棟
（
先
着
順
。
現
在

受
付
中
）

申
込
方
法　

建
築
指
導
課
に
あ

る
耐
震
診
断
実
施
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
建
築
年
月

日
が
わ
か
る
書
類
（
確
認
申
請
書

副
本
、
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
の

写
し
な
ど
）を
添
え
て
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

込
書
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

既
存
住
宅
耐
震
改
修
工
事
の
補
助

　

建
物
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

と
き
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
、
耐
震

診
断
を
受
け
た
結
果
、
倒
壊
す

る
可
能
性
が
高
い
と
診
断
さ
れ

▶
出
所　

国
土
交
通
省
資
料

　
「
目
で
見
る
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
レ
ベ
ル
１
」

た
場
合

　
　

ま
た
、
建
物
全
体
を
耐
震
改

修
す
る
以
外
に
、
次
の
場
合
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
１
階
部
分
の
み
耐
震
補
強
工

事
を
す
る
場
合

▼
１
階
に
、
建
物
が
倒
壊
し
て

も
一
時
的
に
安
全
が
確
保
で

き
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
耐

震
ベ
ッ
ド
な
ど
を
設
置
す
る

場
合

　

条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

建

築
指
導
課
☎
30-

６
１
２
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査

費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す

　　　
口市
建
築
指
導
課

建
築
物
の
柱
や
天
井
に
左
の
写

真
の
よ
う
な
吹
付
け
材
が
使
わ
れ

て
い
る
場
合
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を

含
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
す

る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

左
の
写
真
の
よ
う
な
事
例
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
指
導
課

☎
30-

６
１
２
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
は
７
月
11
日
㈪
ま
で

　　　

滋
賀
労
働
局

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、
平

成
27
年
度
の
確
定
保
険
料
と
平
成

28
年
度
の
概
算
保
険
料
・
一
般
拠

出
金
（
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
）
を
、

自
主
的
に
申
告
・
納
付
し
て
い
た

だ
く
重
要
な
手
続
き
で
す
。

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
労
働
基

準
監
督
署
、公
共
職
業
安
定
所
、社

会
保
険
・
労
働
保
険
徴
収
事
務
セ

ン
タ
ー
（
年
金
事
務
所
内
）
ま
た
は

滋
賀
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
で

早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
公
共
職
業
安
定
所
、社
会
保
険
・

労
働
保
険
徴
収
事
務
セ
ン
タ
ー

で
は
、
労
働
保
険
料
な
ど
の
納

付
は
で
き
ま
せ
ん
。
口
座
振
替

の
事
業
所
は
、
申
告
書
を
金
融

機
関
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
滋
賀
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

※
県
内
各
地
で
年
度
更
新
申
告
書

の
受
付
、
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
程
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
労
災
保
険
料
率
・
雇
用
保
険
料

率
、
更
新
申
告
書
受
付
・
相
談

会
の
日
程
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
労
働
局
労
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▼
高
校
生
の
部　

創
作
・
随
想
・

　

紀
行
文

※
同
一
作
品
部
門
の
応
募
は
、
１

人
１
編
に
限
り
ま
す
。

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
30
枚

以
内
（
作
文
に
限
り
小
学
生
は
３
〜

５
枚
、
中
学
生
は
５
枚
程
度
で
も
応

募
可
能
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
に
よ
る
応

募
も
可
能
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合

は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
横
に
、
40
字
×
25

行
で
縦
に
印
字
し
、
原
稿
用
紙
換
算

枚
数
を
表
記
し
て
く
だ
さ
い
）
で
縦

書
き

※
自
作
未
発
表
の
も
の
。
た
だ
し
、

学
校
内
の
「
文
芸
部
誌
」「
生
徒

会
誌
」「
学
校
新
聞
」「
図
書
館

報
」
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
作
品

は
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

応
募
作
品
に
は
、
①

部
門
②
題
名
③
氏
名
（
本
名
）
④

フ
リ
ガ
ナ
⑤
住
所
⑥
性
別
⑦
年

齢
⑧
電
話
番
号
⑨
学
校
名
⑩
学

年
を
書
い
た
別
紙
（
様
式
は
問
い

ま
せ
ん
）
を
つ
け
る
こ
と

　

し
た
部
門
で
の
応
募
は
で
き

ま
せ
ん
。

賞　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
舟

橋
聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副
賞
50

万
円
、佳
作
（
１
人
）
に
は
賞
状

と
舟
橋
聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副

賞
10
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与

し
ま
す
。

応
募
締
切　

９
月
６
日
㈫
（
当
日

消
印
有
効
）

応
募
資
格　

▼
近
畿
２
府
４
県
と
福
井
、
岐

阜
、
三
重
の
各
県
に
在
住
・

在
学
す
る
小
・
中
学
生

▼
近
畿
２
府
４
県
と
福
井
、
岐

阜
、
三
重
、
石
川
、
富
山
、
愛

知
、
静
岡
の
各
県
に
在
住
・

在
学
す
る
高
校
生

募
集
作
品　

　

▼
小
学
生
の
部　

作
文

▼
中
学
生
の
部　

紀
行
文
・
作
文

応
募
資
格　

昭
和
60
年
９
月
７
日

か
ら
平
成
10
年
９
月
６
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

募
集
作
品　

小
説
・
随
筆
・
戯
曲
・

評
論

※
同
一
作
品
部
門
の
応
募
は
、
１

人
１
編
に
限
り
ま
す
。

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
50
枚

以
内
（
随
筆
は
10
枚
以
内
で
も
応
募

で
き
ま
す
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合

は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
横
に
、
40
字
×
25

行
で
縦
に
印
字
し
、
原
稿
用
紙
換
算

枚
数
を
表
記
し
て
く
だ
さ
い
。）で
縦

書
き

※
自
作
未
発
表
の
も
の

応
募
方
法　

応
募
作
品
に
は
、
①

部
門
②
題
名
③
氏
名
（
本
名
）
④

フ
リ
ガ
ナ
⑤
住
所
⑥
性
別
⑦
年

齢
⑧
生
年
月
日
⑨
電
話
番
号
を

書
い
た
別
紙
（
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
。
学
生
は
、
学
校
名
と
学
年
を
書

く
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

※
今
ま
で
に
入
賞
（
佳
作
は
除
く
）

第
28
回  

青
年
文
学
賞

第
31
回  

文
学
奨
励
賞

　
故
舟
橋
聖
一
さ
ん
（
上
の
写
真
）
は
、
名
作
「
花
の
生
涯
」
で
彦
根

の
名
を
広
く
世
に
伝
え
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
39
年
に
名
誉
市
民
の
称

号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
舟
橋
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
た
後
、
ご
遺
族
か
ら

の
寄
付
に
よ
り
基
金
を
設
置
し
、
全
国
か
ら
募
集
し
た
優
れ
た
文
学

作
品
に
賞
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

※
今
ま
で
に
第
１
席
に
入
賞
し
た

各
部
（
小
・
中
学
生
、
高
校
生
）
で

の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

賞　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
舟
橋

聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副
賞
と
し

て
図
書
カ
ー
ド
（
小
学
生
の
部
＝

第
１
席
２
万
円
、第
２
席
１
万
円
、第

３
席
５
千
円　

中
学
生
の
部
＝
第
１

席
３
万
円
、
第
２
席
２
万
円
、
第
３

席
１
万
円　

高
校
生
の
部
＝
第
１
席

５
万
円
、
第
２
席
３
万
円
、
第
３
席

２
万
円
相
当
）
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与

し
ま
す
。

応
募
締
切　

９
月
６
日
㈫（
当
日
消

印
有
効
）

第
28
回
青
年
文
学
賞
、
第
31
回
文

学
奨
励
賞　

共
通
事
項

▼
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
彦
根

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

▼
最
終
選
考
に
残
っ
た
作
品
は
、

受
賞
録
に
作
品
名
・
氏
名
な
ど

を
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
「
舟
橋
聖
一
記
念
文
庫
」事
務
局

（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

 

尾
末
町

８-

１
）（
市
立
図
書
館
内
）
☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０

３
０
０
番

※
郵
送
か
、
直
接
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
封
筒
の
表
に
「
舟
橋
聖
一

顕
彰
青
年
文
学
賞
（
ま
た
は
文
学

奨
励
賞
）
応
募
作
品
在
中
」
と
朱

書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

舟
橋
聖
一
顕
彰
文
学
賞

●
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市営住宅 入居者を募集します
　　 
募集する住宅
　一般向け：中藪団地　　　　　1 戸（世帯）

　　　　　　岡町団地　　　　　1 戸（世帯）

　　　　　　芹川団地　　　　　1 戸（単身可）

　　　　　　高宮竹之腰団地　　1 戸（世帯）

申込書配布開始日　6月6日㈪
申込期間　6月13日㈪〜同22日㈬
入居決定の時期　8月上旬頃
入居できる時期　8月中旬以降
申込・問い合わせ先　 建築住宅課
　☎ 30-6123、FAX24-8517　
※本人または同居（同居予定を含む）の家族が、 建築

住宅課（市役所 2 階）に申込書などを提出してくだ
さい。申し込みには条件がありますので、詳しくは
事前にお問い合わせください。

町
）〈
対
象
〉
小
学
生
（
保
護
者
も
参

加
で
き
ま
す
）　
〈
定
員
〉
20
人
（
先

着
順
）　
〈
申
込
期
間
〉６
月
３
日
㈮

〜
同
15
日
㈬
〈
持
ち
物
〉
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

ふ
れ
あ
い
の
館

☎
25-

４
４
５
２
番
※
電
話
も
し

く
は
、
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

前
９
時
〜
正
午　

※
午
前
８
時
50

分
ま
で
に
千
鳥
ケ
丘
公
園
（
平
田

町
）
駐
車
場
に
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。　
〈
場
所
〉
雨あ

ま

壷つ
ぼ

山
（
芹
川

町
）　
〈
定
員
〉
40
人　
〈
費
用
〉
１

０
０
円　

※
小
学
生
未
満
は
無
料　

〈
申
込
期
間
〉６
月
１
日
㈬
〜
同
15

日
㈬　
〈
持
ち
物
〉
筆
記
用
具
、捕

虫
網
、
虫
か
ご
、
古
新
聞
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
２
枚
、
油
性
ペ
ン
、
自
転

車
の
荷
台
用
ゴ
ム
ひ
も
、
剪
定
ば

さ
み
、
水
筒
、
虫
除
け
ス
プ
レ
ー　

〈
そ
の
他
〉虫
に
刺
さ
れ
に
く
い
服

装
（
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
な
ど
）
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉「
快
適
環
境
づ
く
り
を
す

す
め
る
会
」
事
務
局
（

生
活
環
境

課
内
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ぽ
っ
か
ぽ
か
ひ
ろ
ば

子
ど
も
と
一
緒
に
リ
ズ
ム

あ
そ
び

〈
内
容
〉
音
楽
療
法
士
を
迎
え

て
、
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た

り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
遊
び
ま

す
。　
〈
日
時
〉６
月
17
日
㈮
午
前

10
時
〜
同
11
時 

〈
場
所
〉

福
祉

セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）
別
館
２
階
集

団
健
診
室
〈
対
象
〉
未
就
学
児
の

親
子　
〈
定
員
〉
30
組
（
先
着
順
）

〈
費
用
〉
２
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）

〈
託
児
〉
１
人
２
０
０
円
（
会
員
は

無
料
）　
〈
申
込
期
限
〉６
月
10
日
㈮

ホ
タ
ル
の
観
察
会

〈
内
容
〉ホ
タ
ル
の
生
態
な
ど
の
説

明
を
聞
い
た
後
、
屋
外
で
ホ
タ
ル

を
観
察
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
６

月
４
日
㈯　

午
後
７
時
〜
同
９
時　

〈
場
所
〉
南
地
区
公
民
館
（
甘
呂
町
）、

日
夏
町　

※
南
地
区
公
民
館
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
定
員
〉30

人　
〈
費
用
〉１
０
０
円　
※
小
学

生
未
満
は
無
料　
〈
申
込
期
限
〉６

月
４
日
㈯　
〈
そ
の
他
〉動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
天

候
に
よ
り
、
屋
外
観
察
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉「
快
適
環
境
づ
く

り
を
す
す
め
る
会
」事
務
局
（

生

活
環
境
課
内
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

植
物
・
昆
虫
採
集
と

標
本
作
り
体
験
教
室

〈
内
容
〉
植
物
や
昆
虫
を
採
集
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
標
本
を
作
り
ま

す
。　
〈
日
時
〉６
月
18
日
㈯　

午

　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
９
２
０
番　

※
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
教
室

音
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぼ

う
！
音
っ
て
見
え
る
の
か

な
？

〈
内
容
〉
Ｃ
Ｄ
の
曲
な
ど
、音
の
振

動
を
砂
や
波
形
な
ど
で
表
し
、
目

で
見
た
り
耳
以
外
で
感
じ
た
り
し

ま
す
。〈
日
時
〉６
月
18
日
㈯
午
後

１
時
30
分
〜
同
３
時　
〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
多

目
的
室　
　
〈
費
用
〉
無
料
〈
定

員
〉
15
人
程
度　
〈
申
込
期
間
〉
６

月
４
日
㈯
〜
同
15
日
㈬　
〈
そ
の

他
〉
好
き
な
曲
を
使
っ
て
み
た
い

場
合
は
Ｃ
Ｄ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

街
歩
き
〜
八
坂
探
検
隊
〜

〈
内
容
〉ふ
れ
あ
い
の
館
を
起
点
と

し
て
八
坂
町
の
名
所
・
旧
跡
な
ど

を
訪
ね
歩
き
ま
す
。　
〈
日
時
〉６

月
18
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
正
午 

〈
場
所
〉
ふ
れ
あ
い
の
館
（
八
坂
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ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者

〈
日
時
〉６
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
２
時（
雨
天
時
は
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）　 〈
場
所
〉彦
根
城
大

手
前
公
園（
金
亀
町
）　
〈
出
店
料
〉

１
ブ
ー
ス
５
０
０
円　
〈
申
込
期

限
〉
６
月
９
日
㈭
（
必
着
）　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

生
活
環

境
課（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番　

※
往
復
は
が

き
の
往
信
の
裏
面
に
①
住
所
②
氏

名
③
電
話
番
号
④
出
店
品
目
⑤
人

数
⑥
搬
入
に
使
用
す
る
車
両
ナ
ン

バ
ー
⑦
出
店
希
望
日
を
、
返
信
の

表
面
に
①
住
所
②
氏
名
を
そ
れ
ぞ

れ
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

梅
干
し
づ
く
り
体
験

〈
内
容
〉
地
域
で
採
れ
た
食
材
の

加
工
を
体
験
し
、
地
産
地
消
や
伝

統
食
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
た
め
、

梅
干
し
づ
く
り
体
験
を
２
回
コ
ー

ス
で
行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉①
塩

漬
け　

６
月
25
日
㈯
、
②
赤
じ
そ

漬
け　

７
月
９
日
㈯　

①
・
②
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分　
〈
場
所
〉グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ

ね（
清
崎
町
）　
〈
定
員
〉20
組（
先
着

順
）　

※
初
心
者
、
親
子
の
参
加
を

歓
迎
し
ま
す
。
同
じ
世
帯
の
場
合
、

１
家
族
で
１
組
。〈
対
象
〉市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
で
、
①

②
両
日
参
加
で
き
る
人　
〈
申
込

期
間
〉
６
月
１
日
㈬
〜
同
10
日
㈮　

〈
参
加
費
〉
１
組
２
千
円　
〈
持
ち

物
〉
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
ひ
こ
ね
☎
25-

３
９
０
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７
２
番　

※
電

話
か
、
①
申
込
者
氏
名
②
住
所
③

電
話
番
号
④
参
加
人
数（
大
人
と
子

ど
も
の
内
訳
）
を
書
い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

集
ま
れ
！
荒
神
っ
子
ク
ラ
ブ

〈
趣
旨
〉小
学
生
の
児
童
を
対
象
に
、

自
然
体
験
活
動
を
行
い
ま
す
。
野

外
ク
ッ
キ
ン
グ
や
工
作
な
ど
を
し

て
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。〈
活
動
内
容
〉
野
外

ク
ッ
キ
ン
グ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
万
華
鏡
作
り　
〈
日
時
〉
７

月
３
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

〈
場
所
〉

荒
神
山
自
然
の
家
（
日

夏
町
）  

〈
対
象
〉
小
学
４
〜
６
年
生

〈
定
員
〉20
人
程
度（
先
着
順
）　
〈
申

込
期
間
〉
６
月
３
日
㈮
〜
同
15
日

㈬
（
６
、
13
日
は
休
み
）　
〈
参
加
費
〉

千
円
（
野
外
ク
ッ
キ
ン
グ
材
料
費
）　〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉　

荒
神
山

自
然
の
家
☎
28-

１
８
７
１
番
、Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２
番
※
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
者
に
は
後
日
詳
し
い
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

オ
ニ
バ
ス
の
里
親
講
習
会

〈
内
容
〉
市
の
天
然
記
念
物
で
、彦

根
城
跡
中
堀
に
生
息
し
て
い
る
オ

ニ
バ
ス
は
、
生
息
数
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
責
任
を
も
っ

て
オ
ニ
バ
ス
の
生
育
と
保
護
に

協
力
で
き
る
人
（
里
親
）
を
募
集

し
、
里
親
に
な
る
た
め
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
講
習
会

終
了
後
に
は
、
里
親
の
希
望
者
に

対
し
、
オ
ニ
バ
ス
の
株
を
渡
し
ま

す
。　
〈
日
時
〉７
月
２
日
㈯
午
後

２
時
〜
同
３
時　
〈
場
所
〉大
学
サ

テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
Ｂ
Ｃ
会
議
室

（
大
東
町
・
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
平
和
堂
６
階
）
　

〈
対
象
〉市
内
在
住
で
里
親
に
な
れ

る
人
、
ま
た
は
以
前
か
ら
里
親
に

な
っ
て
い
る
人
（
株
を
希
望
し
な
い

人
も
受
講
可
能
で
す
）　
〈
定
員
〉
30

人
（
先
着
順
）　
〈
持
ち
物
〉
筆
記
用

具
、
株
を
持
ち
帰
る
た
め
の
バ
ケ

ツ　
〈
申
込
期
間
〉
６
月
１
日
㈬

〜
同
24
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉　

生
活
環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３

９
５
番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

俳
句
入
門
講
座

〈
日
時
〉
７
月
６
日
〜
11
月
16
日

の
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
（
全
10

回
）　

午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時

30
分　
〈
場
所
〉
俳
遊
館
（
本
町
一

丁
目
）　
〈
対
象
〉
20
歳
以
上
で
俳

句
の
初
心
者　
〈
定
員
〉
15
人
（
先

着
順
）　
〈
講
師
〉
寺
村
滋し

げ
るさ
ん
（
元

俳
遊
館
館
長
）　
〈
申
込
期
間
〉
６
月

１
日
㈬
〜
同
20
日
㈪　
〈
費
用
〉無

料　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
俳

遊
館
☎
22-

６
８
４
９
番
（
受
付
時

間
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
、
火

曜
日
を
除
く
）

井
伊
家
ゆ
か
り
の
地
、
龍り

ょ
う

潭た
ん

寺じ

（
静
岡
県
浜
松
市
）
に
行

く
「
井
伊
直な

お

虎と
ら　

学
習
会
」

〈
内
容
〉
彦
根
藩
の
祖
、
井
伊
直

政
公
の
養
母
で
あ
る
井
伊
直
虎
を

主
人
公
に
し
た
大
河
ド
ラ
マ
「
お

ん
な
城
主　

直
虎
」
が
来
年
１
月

か
ら
放
映
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
学

習
会
を
行
い
ま
す
。〈
日
時
〉
▼

事
前
学
習
会
７
月
28
日
㈭
午
後
１

時
30
分
〜
同
３
時　

▼
現
地
学
習

会
８
月
31
日
㈬　
〈
対
象
〉市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
除
く
）　 〈
人
数
〉
40
人

（
２
回
と
も
参
加
で
き
る
人
。応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。）〈
費
用
〉
３
０
０

円
（
現
地
学
習
会
用
の
保
険
代
）
現
地

学
習
会
で
の
昼
食
は
各
自
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。〈
申
込
期
間
〉

６
月
１
日
㈬
〜
同
30
日
㈭
（
必
着
） 

〈
そ
の
他
〉　

現
地
学
習
会
の
出
発

時
間
な
ど
詳
し
い
日
程
は
、
決
ま

り
次
第
連
絡
し
ま
す
。　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

国
宝
・
彦
根

城
築
城
４
１
０
年
祭
推
進
委
員
会

事
務
局（
築
城
４
１
０
年
記
念
事
業
推

進
室
内
）（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町

４-

２
）
☎
30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番　

※
往
復

は
が
き
の
往
信
の
裏
に
①
氏
名（
１

枚
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
）
②
住
所
③

年
齢
④
電
話
番
号
、
返
信
の
表
に

代
表
者
の
①
郵
便
番
号
②
住
所
③

氏
名
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
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夏
休
み
期
間
中
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

〈
対
象
〉働
い
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
、
昼
間
に
保
護
者
が
い
な
い
小

学
生　

※
小
学
校
低
学
年
を
優
先
。

定
員
を
超
え
た
場
合
、
入
会
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　
〈
開

設
期
間
・
時
間
〉
７
月
21
日
㈭
～

８
月
27
日
㈯
（
日
曜
日
、
祝
日
、
８

月
13
日
㈯
〜
同
15
日
㈪
は
休
室
）　

午

前
８
時
〜
午
後
６
時
30
分　
〈
場

所
〉各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　
〈
費

用
〉
月
～
金
曜
日
の
利
用
は
１
万

円
、
月
～
土
曜
日
の
利
用
は
１
万

２
千
円　

※
い
ず
れ
も
児
童
１
人

当
た
り
の
費
用
（
学
級
費
は
含
み
ま

せ
ん
）　
〈
そ
の
他
〉
詳
し
く
は
、

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
か
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
用
紙
配

布
・
申
込
期
間
〉
６
月
１
日
㈬
～

同
15
日
㈬　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
☎
24
‐
７
９
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23
‐
９
１
９
０
番　

※
各
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
る
「
入
会
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、「
就

労
証
明
書
」
な
ど
の
必
要
書
類
を

添
え
て
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０

年
祭
推
進
委
員
会
委
員

〈
内
容
〉
同
委
員
会
で
は
、年
間
５

回
程
度
開
催
さ
れ
る
推
進
委
員
会

に
委
員
と
し
て
参
画
し
、「
国
宝
・

彦
根
城
築
城
４
１
０
年
祭
」
に
つ

い
て
意
見
、
提
案
を
い
た
だ
き
ま

す
。〈
任
期
〉
８
月
頃
〜
平
成
29

年
３
月
（
予
定
）  

〈
対
象
〉
市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
18
歳
以
上
の

人
で
、
平
日
に
開
催
す
る
委
員
会

に
出
席
で
き
る
人
（
高
校
生
は
除
く
）

 

〈
人
数
〉　

若
干
人　
〈
申
込
期
間
〉

６
月
１
日
㈬
〜
同
30
日
㈭
（
必
着
） 

〈
そ
の
他
〉　

報
酬
な
し　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

国
宝
・
彦
根

城
築
城
４
１
０
年
祭
推
進
委
員
会

事
務
局（
築
城
４
１
０
年
記
念
事
業
推

進
室
内
）（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町

４-

２
）
☎
30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、
Ｅ
メ
ー

ル

kikaku@
m

a.city.hikone.
shiga.jp

※
①
住
所(

在
勤
・
在
学

の
人
は
勤
務
先
・
学
校
名
も
）
②
氏
名

③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
応
募
動
機

（
彦
根
城
や
彦
根
の
ま
ち
に
対
す
る
思
い

や
提
案
な
ど
）
を
書
い
て
持
参
す
る

か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
選
考
）。

人
権
問
題
通
信
講
座

〈
内
容
〉
在
宅
で
人
権
問
題
に
つ

い
て
学
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

毎
月
１
冊
の
ペ
ー
ス
で
送
ら
れ
て

く
る
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
だ
後
、
同

封
の
用
紙
に
感
想
、
意
見
な
ど
を

書
い
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
折

り
返
し
、
運
営
委
員
か
ら
返
事
が

送
付
さ
れ
意
見
交
換
を
し
ま
す
。　

〈
受
講
期
間
〉
７
月
〜
平
成
29
年

１
月　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・
在

学
・
在
勤
の
人　
〈
定
員
〉
70
人
程

度（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉無
料　
〈
申

込
期
限
〉
６
月
24
日
㈮　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会

人
権
教
育
課
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）☎
24-

７
９
７
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番　

※
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
広
域
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）の
整
備

運
営
事
業
者

〈
内
容
〉平
成
29
年
度
に
事
業
を
開

始
す
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
広

域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）の
整
備

運
営
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
応

募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
〈
整

備
条
件
〉
定
員
は
80
人
と
す
る
こ

と
。
原
則
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
で

市
内
に
整
備
し
、
平
成
29
年
度
末

ま
で
に
開
設
す
る
こ
と
。
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
20
床
以
上
併
設
す
る

こ
と
。　
〈
申
込
期
限
〉７
月
29
日

㈮
午
後
５
時　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

介
護
福
祉
課
☎
23-

９

６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６

８
番
※
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
内
容
〉10
月
９
日
㈰
に
開
催
す
る

「
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

子
ど
も
が
中
心
に
な
っ
て
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
手
作
り
で
行
う

イ
ベ
ン
ト
で
す
。（
６
月
26
日
㈰
午
後

１
時
30
分
か
ら
初
回
の
会
議
を
行
い
ま

す
）〈
応
募
資
格
〉
▼
ジ
ュ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア　

市
内
の
小
学
４
年

生
〜
中
学
生
で
、
月
１
〜
２
回
程

度
活
動
に
出
席
で
き
る
人（
当
日
の

み
の
参
加
も
可
）
▼
実
行
委
員
会
委

員　

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
月
１
回
程
度

の
会
議
に
参
加
し
、
子
ど
も
と
一

緒
に
活
動
で
き
る
人
（
原
則
と
し
て

高
校
生
以
上
）　　
〈
申
込
期
間
〉
６

月
４
日
㈯
～
同
17
日
㈮
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

千
本
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〈
内
容
〉
桜
の
植
樹
を
通
じ
て
、地

域
を
活
性
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
桜
の
苗
の
寄
贈
、植
樹
、肥

料
の
提
供
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で

き
る
こ
と
に
協
力
し
て
桜
を
植
え

て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

〈
対
象
〉
市
民
、
団
体
、
事
業
所
、

学
校
、サ
ー
ク
ル
な
ど　
〈
申
込
開

始
日
〉
６
月
１
日
㈬　
〈
そ
の
他
〉

苗
の
寄
贈
や
植
樹
の
手
順
、
場
所

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
　

千
本
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

（

生
活
環
境
課
内　

〒
５
２
２-

８
５

０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１

１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５

番
、
Ｅ
メ
ー
ルkankyohozen@

m
a.city.hikone.shiga.jp

※
窓

口
に
あ
る
応
募
用
紙
に
書
い
て
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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再
就
職
・
就
業
支
援

シ
ニ
ア
対
象
「
講
習
会
」

〈
内
容
〉
①
福
祉
有
償
運
送
運
転

者
講
習
１
②
介
護
職
員
初
任
者
研

修
③
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
１

④
公
的
事
務
補
助
技
能
講
習
２

⑤
生
活
支
援
従
業
者
講
習
１
⑥

オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能

講
習　
〈
対
象
〉
県
内
在
住
で
55

歳
以
上
の
人
（
①
は
普
通
自
動
車
運

転
免
許
の
あ
る
人
）〈
受
講
料
〉
無

料
（
交
通
費
・
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

〈
そ
の
他
〉
会
場
、
定
員
、
講
習

期
間
、
申
込
締
切
日
や
面
接
日
時

な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会（
〒
５
２
０

-

０
０
５
４　

大
津
市
逢
坂
１-

１-

１
） 

☎
０
７
７-

５
２
５-

４
１
２
８

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
７-

９
４
９
０
番　

※
近
く
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
②
と
⑥
を

申
し
込
む
場
合
、「
求
職
登
録
番

号
」を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
後
、
受
講
者
選
考
面
接
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

昭和61年４月２日から
平成7年４月１日までに生まれた人

試験区分 人　員 職 務 内 容 受 験 資 格 受付期限・試験日など

上級一般
事務 8人程度 一般行政事務

市職員を募集します

受付期限
６月20日㈪17：15まで
（土・日曜日は除く）

※郵送の場合は６月20日㈪
の消印有効

試験日
　７月24日㈰

受験申込書などの配布場所、
受験の申し込み、問い合わ
せ先
　人事課（市役所４階）
☎30-6106
FAX22-1398

上級土木
技術 3人

土木に関する計画、
設計、監督などの
業務および関連する
行政事務

次の要件をいずれも満たす人
①昭和61年４月２日以降に生ま
れた人

②保育士の登録をした人（平成29
年3月31日までに登録見込みを含む）

③幼稚園教諭1種または2種の
免許を有する人（平成29年3月
31日までに取得見込みを含む）

保育士
・

幼稚園教員
9人

保育業務および
関連する行政事務

次の要件をいずれも満たす人
①昭和56年４月２日以降に生ま
れた人
②保健師の資格を有する人（平成
29年3月31日までに取得見込みを
含む）

保健師 １人
保健衛生指導業務
および関連する行
政事務

上級建築
技術 2人

建築に関する設計、
監督、建築確認など
の業務および関連す
る行政事務

次の要件をいずれも満たす人
①昭和56年４月２日以降に生ま
れた人

②言語聴覚士の資格を有する人（平
成29年3月31日までに取得見込み
を含む）

言語
聴覚士 １人

乳幼児および児童の
言語検査および指導
に関する業務と関連
する行政事務

同一日程で試験を行いま
す。受験する試験区分の
みに申し込んでください。
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ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、普
段
、

買
い
物
を
す
る
場
面
で
取
り

組
め
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

■
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
買

い
物
に
行
き
ま
し
ょ
う

買
い
物
で
は
、マ
イ
バ
ッ
グ

を
利
用
し
、レ
ジ
袋
を
使
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。レ
ジ

袋
の
ご
み
を
な
く
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
ば
ら
売
り
の
商
品
を
選
び
、

必
要
分
だ
け
購
入
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

買
い
過
ぎ
て
使
い
切
れ
ず
、

未
使
用
の
ま
ま
で
ご
み
に
し

て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
必
要
量
だ
け
購
入
し
、

使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。

■
賞
味
期
限
は
美
味
し
さ
の

目
安

そ
の
日
の
う
ち
に
食
べ
る

な
ら
、
賞
味
期
限
の
短
い
も

の
か
ら
率
先
し
て
購
入
し
ま

し
ょ
う
。

■
過
剰
な
包
装
は
断
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

包
装
紙
や
リ
ボ
ン
な
ど
、中

身
を
取
り
出
せ
ば
、す
ぐ
に
不

要
に
な
り
、ご
み
に
な
る
も
の

は
出
来
る
だ
け
断
り
ま
し
ょ

う
。

■
詰
め
替
え
商
品
を
選
び
ま

し
ょ
う

洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど

を
購
入
す
る
際
は
、詰
め
替
え

商
品
を
選
び
、容
器
を
使
い
捨

て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
を
使

用
し
た
商
品
を
選
び
ま

し
ょ
う

ビ
ー
ル
や
お
酒
な
ど
は
、繰

り
返
し
使
用
可
能
な
リ
タ
ー

ナ
ブ
ル
び
ん
入
り
の
も
の
を

購
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
レ
ン
タ
ル
品
を
利
用
し
ま

し
ょ
う

欲
し
い
も
の
が
あ
れ
ば
、衝

動
買
い
せ
ず
に
、レ
ン
タ
ル
や

代
用
で
き
る
も
の
が
な
い
か
、

一
度
、落
ち
着
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。短
期
間
し
か
使
用

し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、レ

ン
タ
ル
品
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、ま
だ
ま
だ
使
え
る
も
の
が
、

正
規
価
格
よ
り
安
く
購
入
で

き
ま
す
。

ま
た
、不
要
に
な
っ
た
も
の

を
、リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で

買
い
取
っ
て
も
ら
え
ば
、必
要

と
す
る
人
の
手
に
渡
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。　

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の

商
品
が
上
手
く
循
環
す
れ
ば
、

ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
、ほ

ん
の
一
例
で
す
。皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
意
識
が
、ご
み
の
減

量
に
繋
が
り
ま
す
。

何
か
工
夫
で
き
な
い
か
、一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環

境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

ご
み
の
減
量
の
工
夫
（
買
い
物
編
）

１市４町のごみ処理施設である 清掃センターと
リバースセンターの老朽化により新しくごみ処理施
設の建て替えが必要です。

候補地として決定した地元区（自治会）には、３億
円を限度に地域振興策を支援します。
応募資格　地元区長（自治会長）の応募もしくは土地

の所有者の応募
応募条件　候補地が彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良

町、多賀町の地域にあり、４〜５ヘクタールを確
保できることなど。

その他　必要書類など詳しくは、お問い合わせくだ
さい。

施設が建つことで気になる点
Q．環境対策は？

国が定める環境基準以上に対応できる施設を整備
します。
Q．煙突から出ているものは何ですか？

煙突から出ている白く見えるものは水蒸気です。
ごく微量の大気汚染の原因となる物質がありますが、
環境基準よりさらに厳しい基準を設けて排出してい
ます。
Q．現在、ごみ収集車は何台くらい通りますか？

清掃センターへのごみ収集車の通行は１日１０
０台程度です。リバースセンターには１日３０台程
度です。敷地内に待機スペースを設けるなど、渋滞
が発生しないよう施設を整備します。

彦根愛知犬上地域新ごみ処理施設建設候補地
応募期限は７月29日㈮まで

問い合わせ先　彦根愛知犬上広域行政組合建設推進室☎ 35-0015、FAX35-4711
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主催　彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
第 2 4 回 　 写 友 レ ン ゲ 写 真 展
ひこね市文化プラザ
　【鼓童】和太鼓コンサートinみずほ文化センター
第 2 6 回 絵 画 セ ル リ ア ン 展
ひこね市文化プラザ 氷川きよしコンサートツアー2016
　 ～ 日 本 全 国 　 歌 の 渡 り 鳥 ！ ～
第 6 8 回 青 湖 会 展

6月2日㈭～5日㈰

6月8日㈬

6月10日㈮～12日㈰

6月12日㈰

6月17日㈮～19日㈰

9：30～17：00

15：00～(開場14：30)

9：30～17：00(最終日は16：00まで)
昼：14：00～(開場13：30)
夜：18：00～(開場17：30)

9：30～16：30(最終日は16：00まで)

市 民 会 館・ギャラリー

みずほ文化センター・多目的ホール

市 民 会館・ギャラリー

文化プラザ・グランドホール

市民会館・ギャラリー

無料

有料

無料

有料

無料

　彦根文化連盟に加盟する文化団体が、一堂に会して活動を展示・発表します。
彦根ならではの文化・芸術をご鑑賞ください。
問い合わせ先　 教育委員会文化振興室☎ 23-7810、FAX21-3080

【展示部門】
日時　6月10日㈮〜同12日㈰　9：30 〜 17：00
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）メッセホール棟
展示団体　彦根花道協会、悠

ゆう

弘
こう

流
りゅう

押し絵、深
み

雪
ゆき

アー
トフラワー、彦根美術工芸協会、彦根文芸協会、一
期一会の会、彦根書友会、彦根洋画協会、押花の
会、彦根写真連盟、彦根きりえ研究会、ひこね演
劇鑑賞会、みずえの会

※彦根茶道協会による呈
てい

茶
ちゃ

席（6月10日㈮〜同12日㈰
10：00 〜 16：00、有料　2 階和室研修室）もあります。

「第 66 回彦根市春の文化祭」協賛事業

ひこね文化フェスタ 2016
入場無料
（呈茶は有料）

【舞台部門】
日時　6月12日㈰　12：30 開演
場所　ひこね市文化プラザ　エコーホール
出演団体　淡

お う み

海琴
きん

佑
ゆう

会
かい

、彦根日本舞踊グループ、錦
きん

城
じょう

会（吟
ぎん

舞
ぶ

）、アイネ・クライネ・ローテ・ボーネ、
津軽芸能楓

ふう

雅
が

、都
みやこ

流
りゅう

彦根九
ここ

重
のえ

会
かい

、彦根三曲協会、
かんすいこうの会、筑

ちく

前
ぜん

琵
び

琶
わ

彦根旭
きょく

城
じょう

会
かい

、湖
こ

粋
すい

会
かい

国宝・彦根城築城４００年祭を契機に開催されてきた
「YOSAKOI ソーラン日本海彦根三十五万石大会」が開催
されます（雨天決行）。

開催日時・場所　
　６月 18 日㈯
　　13：00 〜　ＪＡ東びわこ稲枝支店
　　14：00 〜　ビバシティ彦根
　　15：00 〜　彦根市役所
　　16：00 ～　ひこね市文化プラザ
　６月 19 日㈰
　　  9：30 〜　駅前お城通り（パレード演舞）

　12：00 〜　ひこね市文化プラザ（ステージ演舞）

　17：00 〜　ひこね市文化プラザ（審査上位チームによるファイナル演舞）

その他　６月 19 日㈰ 9：00 〜 15：00 は、駅前お城通りで交通規制（護
国神社前交差点東側から旭町西交差点まで）が実施されます。

問い合わせ先　YOSAKOI ソーラン日本海彦根三十五万石大会実行委員会
☎ 090-8143-6548

YOSAKOIソーラン日本海　彦根三十五万石大会

▲演舞する出演者
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場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

ひ こ ね で 朝 市 6月19日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、湖魚料理、地酒などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

6月21日㈫
13：30～16：00

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

元気21歩こう会 6月21日㈫
9：00～10：30

集 合 場 所
庄堺公園南側駐車場
（ 開 出 今 町 ）

水無月の公園風景を楽しみましょう。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

滋賀大マルシェ
環境こだわり農産物
初 夏 の 収 穫 祭

6月10日㈮
11：30～13：30

滋 賀 大 学
生 協 前 広 場
（ 馬 場 一 丁 目 ）

県内の生産者が、環境こだわり農産物や心をこめて育てた新
鮮で安全な野菜、果物、加工品等を販売します。（小雨実施）
滋賀大学社会連携研究センター☎27-1141

街 中 サ ロ ン 6月8日㈬、同25日㈯
10：00～15：00

minto 　㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。気軽に集まり、みんなで交流
しましょう。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX49-3656

みずほ文化センター
練 習 室
（ 田 原 町 ）

6月19日㈰
14：00～

（開場13：30）

歌と語りと人形劇、腹話術をお楽しみください。
定員：80人（先着順）
費用：前売500円、当日600円（全席自由）
販売所：アル・プラザ彦根、ビバシティ平和堂、ひこね
市文化プラザほか

みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

よろず劇場とんがらし公演
「したきりすずめ」
「おおかみと7ひきのこやぎ」

みしまよしえの世界観
（イラスト・絵画・作画展）

～7月13日㈬
8：30～17：30

高 宮 駅
コミュニティセンター
（ 高 宮 町 ）

人やサルを描いたイラスト、絵画を展示します。
峯島さん☎090-1893-0804

市 役 所 5 階 議 場
（ 元 町 ）議 場 コ ン サ ート 6月6日㈪

13：00～13：30

地域の夏祭りを中心に活躍されている彦清会（げんせいかい）
のみなさんに、郷土芸能である江州音頭を披露していただきま
す。一緒に楽しみましょう。
定員：75人（先着順）
議会事務局☎30-6130、FAX22-0906

「彦根市の地域医療
を 守 る 会 」
第 3 8 回 勉 強 会

市 立 病 院
医 療 情 報 セ ン タ ー
（ 八 坂 町 ）

テーマは「糖尿病フットケアから足の大切さを考える」
です。糖尿病から足を守るために、フットケアについて
お伝えします。
費用：100円
彦根市の地域医療を守る会（川村さん）☎24-6300

6月18日㈯
10：00～11：30
（受付9：45～）

聖 泉 大 学
4 5 5 教 室
（ 肥 田 町 ）

6月25日㈯
13：30～15：00

高齢期の身体の特徴と地域における取り組みについての
講座です。
定員：100人（先着順）
申込方法：はがき、FAXかEメールで申し込んでください。
聖泉大学（〒521-1123　肥田町720）
☎43-7510、FAX43-5210、Eメール renke@seisen.ac.jp

聖泉大学・公開講座
「楽しく歳を重ねるコツ」

福 祉 の 職 場
説 明 会

6月30日㈭
13：30～16：00

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
（ 小 泉 町 ）

福祉の職場就職セミナー、職場紹介ビデオの放映、職場説
明コーナー、展示コーナーなどで福祉関連の就職活動を支
援します。
対象：湖東圏域にある福祉の職場に就職を希望されている
人または関心のある人

　介護福祉課☎23-9660、FAX26-1768

河 瀬 地 区 公 民 館
（ 森 堂 町 ）

彦根城博物館出張講座
「あなたの街の歴史探訪」

【第3回】

6月16日㈭
10：00～11：30

「河瀬の村々の歴史」と「極楽寺・地蔵菩薩立像」をテー
マに、身近な地域の歴史や文化財を紹介します。
定員：60人　費用：100円（資料代）　
彦根城博物館☎22-6100、FAX22-6520

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）
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第238回

　

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
は
、
県
内
の

公
立
博
物
館
の
さ
き
が
け
と
し
て
、
昭
和

36
年(

１
９
６
１)

に
開
館
し
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
文
化
館
で
は
、
地
域
の
文
化
財

を
保
護
す
る
と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、
開

館
以
来
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
県
内
の

文
化
財
の
寄
託
や
寄
贈
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
き
ま
し
た
。
収
蔵
資
料
は
お
よ
そ

８
、３
０
０
点
を
数
え
、
寺
社
な
ど
か
ら

寄
託
さ
れ
た
仏
像
や
仏
画
な
ど
の
仏
教
美

術
、
購
入
や
寄
贈
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
近

世
絵
画
、
書
跡
や
や
き
も
の
な
ど
、
近
江

の
歴
史
と
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
、
彦
根
ゆ
か
り
の
作
品

と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
湖
東

焼
の
名
工
・
鳴
鳳
が
絵
付
し
た
鉢
（
写
真

１
）
で
す
。

　

鳴
鳳
は
、
井
伊
家
13
代
直な

お

弼す
け

の
頃
に
招

か
れ
、
藩
お
抱
え
の
絵
付
師
と
し
て
高
級

品
の
絵
付
に
腕
を
ふ
る
っ
た
人
物
で
す
。

湖
東
焼
で
絵
付
し
た
期
間
は
長
く
見
て
も

２
年
と
短
く
、
現
存
作
品
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
鳴
鳳
と
い
え
ば
、

赤あ
か

絵え

金き
ん

彩さ
い

の
作
品
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
本
作
で
は
珍
し
く
色い

ろ

絵え

の
技
法
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
作
の
地
の
色
は
す
っ
き
り
と
白
く
、

赤
や
黄
、
緑
な
ど
の
釉ゆ

う

薬や
く

で
描
か
れ
た
模

様
が
鮮
や
か
に
映
え
て
い
ま
す
。
全
体
に

余
白
を
大
き
く
取
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
側

面
に
は
紫あ

じ
さ
い

陽
花
と
紅
白
の
梅
花
、
見み

込こ
み

に

は
風ふ

う

露ろ

草そ
う

と
蝗い

な
ご

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
底

部
に
は
「
湖
東
／
鳴
鳳
」
の
銘め

い

が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

特
に
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

見
込
（
写
真
２
）
の
余
白
を
効
果
的
に
残

し
た
表
現
で
す
。
風
露
草
の
折お

り

枝え
だ

の
可
憐

さ
と
、
俊
敏
そ
う
な
蝗
の
様
子
が
深
い
詩

情
を
醸
し
出
し
て
お
り
、
鳴
鳳
な
ら
で
は

の
創
意
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

こ
こ
で
さ
ら
に
、
個
々
の
模
様
の
描
写

に
目
を
転
じ
て
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
描
線
は
非
常
に
細
密
で
、
特
に
花か

卉き

が
写
生
の
ス
ケ
ッ
チ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

実
物
に
則
し
た
表
現
で
描
か
れ
て
お
り
、

い
き
い
き
と
し
た
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
ま

す
。
同
時
代
の
や
き
も
の
を
見
渡
し
て
み

る
と
、
こ
の
よ
う
な
写
実
的
な
表
現
で
絵

付
さ
れ
た
例
は
少
な
く
、
定
型
化
さ
れ
た

山
水
や
花
鳥
風
月
、
幾
何
学
模
様
が
主
流

で
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
と
い
う
時
代
に

お
い
て
、
鳴
鳳
が
こ
の
鉢
に
描
い
た
模
様

は
、
伝
統
的
な
型
に
は
ま
ら
な
い
、
新
鮮

味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

時
代
を
超
え
て
、
現
代
人
の
心
に
も
響
く

表
現
と
な
り
得
て
い
ま
す
。

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

奥
田
晶
子
）

湖
東
焼
絵
付
師
・
鳴め

い

鳳ほ

う

が
手
が
け
た
逸
品

　
―
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
の
所
蔵
品
か
ら
―

写
真
の
作
品
は
、
企
画
展
「
琵
琶
湖

文
化
館
所
蔵
の
名
品
―
彦
根
ゆ
か
り

の
書
画
と
や
き
も
の
―
」
で
６
月
21

日
㈫
ま
で
展
示
し
ま
す
。（
期
間
中

無
休
）

▲写真 1：湖東焼　色絵花卉図鉢　鳴鳳絵付
（滋賀県立琵琶湖文化館所蔵）

▲︎写真 2：同部分
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チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

ほ
会

ほ
会

んもの”
“

いの出と

テ

ー

マ

展

企

画

展

▲能装束　浅葱地流水 (あさ
ぎじりゅうすい）に鮒と水
草文様掛素襖（かけずおう）

【各公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ
ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。
◎高齢者は65歳以上です。学生、高齢者、障害者のチケットはひ
こね市文化プラザチケットセンター窓口のみの販売となります。

◎託児は、子ども1人1,000円です。公演の10日前までにお申し込
みください。

日時　7月31日㈰13：30～15：30
　　　8月5日㈮18：30～20：00
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）
定員　60人（先着順）
費用　大人1,500円、子ども（小学生以下）1,000円
講師　北村成美（ダンサー・振付家）
※18歳未満は参加に保護者の同意が必要。
　小学生以下は保護者と参加。

9月25日㈰ 14：00　エコーホール

第4回彦根亭落語会

桂米團治・桂吉弥　二人会

ギャラリートーク 　
6月25日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

観覧料が必要

井伊家初代直政の指料（さしりょう）。磨（す）り上げて短く
なってもなお、77.8cmの長身を誇ります。作者は、鎌倉時
代に活躍した山城国の刀工である来国光。肌理（きめ）の整
った地鉄（じがね）に、直刃調（すぐはちょう）の刃文が冴える
1口（ひとふり）です。

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大名
筆頭・井伊家に伝来した名
宝を中心に80点あまりを
展示しています。

-常設展示の名品-

6月の休館日　6日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪

　県内公立博物館のさきがけとして半世紀以上の歴史を誇る滋
賀県立琵琶湖文化館の収蔵品から、彦根ゆかりの書画や湖東焼
などの名品の数々を紹介します。

　水は、人間にとって最も身近で
大切な存在として、古来、さまざ
まな物に表現されてきました。本
展では、水を巧みに意匠化した絵
画や能装束、茶道具などの美術工
芸品を展示します。その変化に富
んだ魅力をお楽しみください。

6月24日㈮～8月30日㈫まで　太刀 銘 来国光
た くに みつち らい

6月21日㈫まで　
「琵琶湖文化館所蔵の名品
　　ー彦根ゆかりの書画とやきものー」

　出演／桂米團治・桂吉弥・桂弥太郎
　今年も開催します、フ
ラッシュモブ！ご家族ご友
人お誘い合わせのうえ、
是非ご参加ください。一
緒に彦根を盛り上げましょ
う！
【参加条件】
下記ダンスワークショップ
2 回に参加、手ぬぐい・
ゆかた持参

6月21日㈫～同23日㈭は、展示替えのため一部を閉室します。

8月13日㈯ 13：00／14：00　四番町スクエア（本町一丁目）

めい

ひこねフラッシュモブ 2016

【6月11日㈯9：00発売】
一　般3,500円、ペア（2枚1組）6,000円
高齢者・障害者・学生3,300円

【6月4日㈯9：00発売】
友の会2,800円
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります。
※ペア券はひこね市文化プラザのみの取り扱いです。

指定

ダンスワークショップ

　人気の落語家が“二人会”として2席ずつ口演します。
　この機会をお見逃しなく！！

桂吉弥桂米團治

6月24日㈮～7月26日㈫　
「千変万化
　美しき水の意匠」

せん

しょうい

ぺん ばん か

　子どもも大人もみんな踊れば、心おどる！ひこねでおどる！！
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
契
約
は
、

通
信
販
売
に
あ
た
り
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
契
約
を
や

め
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
法
律
上
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
表
示
が
さ
れ
て

い
る
か
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

ま
ず
、
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
上
部
や
最
下
部
に
案
内
さ
れ
て

い
る
「
特
定
商
取
引
法
に
基
づ
く

表
記
」欄
を
確
認
し
ま
す
。
表
記
に

は
、
法
律
上
の
記
載
義
務
内
容
の

表
示
が
あ
り
、【
返
品
特
約
】
の
内

容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
例

の
業
者
が
話
し
て
い
る
「
表
示
」

と
は
こ
の
こ
と
で
す
。
事
前
に
返

品
特
約
の
内
容
を
確
認
し
て
申
し

込
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

次
に
、
申
込
み
画
面
に
個
人
情

報
を
入
力
後
、
最
終
的
な
申
し
込

み
に
な
る
前
の
確
認
画
面
の
設
置

が
法
律
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
画
面
で
、
申
込
者
は
注

文
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
申
込
者
が
こ
の

画
面
を
使
っ
て
、
注
文
内
容
の
訂

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
や
せ
る
た
め
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
食
品
を
検
索
し
て
い
る
と「
初
回
送
料
無

料
で
５
０
０
円
ポ
ッ
キ
リ
」の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

見
つ
け
た
。

す
ぐ
に
個
人
情
報
を
入
力
し
て
申
し
込
む
と
、

し
ば
ら
く
し
て
確
認
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
。そ
の

後
、商
品
と
振
込
用
紙
が
届
い
た
の
で
５
０
０
円

を
支
払
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
後
日
、
同
じ
商
品
が
自
宅
に
届
き
、

３
，２
２
４
円
の
振
込
用
紙
が
入
っ
て
い
た
。
業

者
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、「
初
回
送
料
無
料
５
０

０
円
、２
回
目
か
ら
５
回
目
ま
で
は
通
常
価
格
の

20
％
に
て
お
届
け
」の
超
ト
ク
ト
ク
コ
ー
ス
に
申

し
込
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
た
。

５
回
継
続
購
入
に
な
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ

た
と
伝
え
た
が
、
サ
イ
ト
内
に
「『
顧
客
の
都
合

に
よ
る
、継
続
回
数
内
で
の
解
約
は
受
け
付
け
ら

れ
な
い
』
と
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、５
回
は
継

続
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。

購
入
は
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
か
。

彦
根
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
30-

６
１
４
４
番
（
平
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時
15
分
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

局
番
な
し
の
「
１い

や

や

８
８
」

第8
9回

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
契
約

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん

最
近
の
相
談
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す

消費生活センターつうしん

正
や
注
文
を
や
め
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
画
面
の
設
置
が

な
か
っ
た
場
合
は
、
業
者
と
交
渉

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
時
や
困
っ
た
時
に

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

HP にて、暮らしに役立つコラム掲載中！

「オススメの住宅ローン」

「省エネ住宅って？」
「子育てにママも
　　　パパも関係ない」

「相続に準備って必要？」

｢整理収納をして楽しく暮らそう」

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　１枠　3 万円
大きさ　　縦　45.5㎜　横　86㎜
申込締切　原則、発行日の１か月前
※ホームページのバナー広告も募集中です。詳し

くはお問い合わせください。　
申込・問い合わせ先　 秘書政策課☎ 30-6103、

FAX22-1398
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初めての妊娠で何もわからない
つわりでごはんが食べられない
赤ちゃんの世話の仕方がわからない…

妊娠期、出産後、子育て期のお母さんと赤
ちゃんの健康や育児の悩みなどをご相談くださ
い。心身ともに不安定になりがちなお母さんを
サポートします。
▶︎母子手帳発行時に、お話を聞いて必要であれ

ば継続して相談に応じます。
▶︎安心して出産や育児ができるよう、面談や電

話で悩みをうかがいながらサポートしていき
ます。

▶︎妊娠から子育て期間まで、利用できる教室や
相談窓口を紹介します。

熊
本
地
震
派
遣

帰
庁
職
員
が
活
動
報
告

熊本地震の被災地支援から帰庁
した４人の職員の報告会が 5 月
10 日に行われました。

被災地での任務は、土木、建築
分野を専門とする職員は、被害状
況の調査や宅地の危険度判定を行
い、保健師は健康相談や栄養相談
のケアに従事しました。

宅地の危険度判定をした職員は、
宅地が揺れによって隆起や沈下し
ていたことを現場の写真を見せな
がら市長に報告しました。改めて
揺れの大きさと甚大な被害の実態
を知ることとなりました。

妊娠から子育てまで切れ目のないサポート

子育て世代包括支援センター
■産後ママほっと（産後ケア）事業

医療施設で、①ショートステイ（宿泊）や②デイケ
ア（日帰り）で母子のケアや授乳指導、育児相談など
を受けることができます。
利用できる施設　神野レディスクリニック（本院）（中

央町）

利用料　① 6,000 円（1,000 円）　② 3,000 円（500
円）　カッコ内は非課税・生活保護世帯

利用時間と期間
① 10：00 〜翌日 10：00（最長６泊。食事は 1 日３食）

② 10：00 〜 19：00（最長７日間。食事は 1 日２食）

利用できる人
▶︎市内在住で産後 6 か月未満のお母さんと赤ちゃん
▶︎家族などからじゅうぶんな家事育児などの援助が

受けられない場合（産後の体調回復に不安がある、初産
婦などで育児に対する不安を感じる、産後経過に応じた休
養、栄養などの保健指導が必要な人）

※診察や入院などの医療行為を受けることはできません。利用
条件などがありますので詳しくはお問い合わせください。

申込・問い合わせ先　
子育て世代包括支援センター（ 健康推進課内）☎ 24-0816、FAX24-5870
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市立病院　糖尿病教室（前期）

糖尿病について理解を深め、治療効果や予防
意識を高めましょう。

無料で受けられる血糖値測定コーナーもあり
ます。
日時　6月24日㈮　13：30〜16：30
場所　市立病院 3 階　講堂
講師　管理栄養士、泌尿器科医師、理学療法士、

認定看護師
費用　無料
問い合わせ先　市立病院外来 1 ブロック☎ 22-

6050（内線 1302）（月〜金曜日13：00〜17：00）

※申し込みは不要です。直接会場にお越しくだ
さい。

ある日、東京で働いている友達と夕飯を食べに
行きました。その友達は転職したばかりで、新し
い仕事を見つけるまでの経緯について色々話して
くれました。友達は何ヵ国語も話し、経理にも精
通し、優れた経歴を持つ優秀な人材です。

しかし友達は、自分の年齢に対して不安をずっ
と抱えていました。「日本では、３０代になると、も
う若くない。仕事につくのも難しい。」とのことで
した。

私の周りにいる２０代の若者も、同じような悩
みと焦りを持つ人が多くいるように感じます。２
３歳までに正社員、２５歳までに結婚、２８歳ま
でに出産。２０代のうちに、それらの 1 つができ
なかったら、もう遅くて人生失格だと感じてしま
うそうです。他の国の人と比べて、日本人は寿命
が長いのに、年齢に対して厳しいことは不思議で、
理由が分かりません。

ブラジルでは、年齢に対する考え方は少し違い

ます。日本ではあまり見られませんが、ブラジル
の大学は同じクラスに 20 代の若者と年配の人が
一緒に勉強することが珍しくありません。若いと
きに進学しなかったり、好きなことを勉強できな
かったりした人が、人生経験を経て大学に行きま
す。また、ブラジルでは社会の若者への期待も日
本と異なっていると感じます。２０代はまだ「自
分探し」の時期だとされているので、安定した仕
事について家族を作ることよりも、色々なことに
チャレンジした方がいいと思っている人が多くい
るようです。

年齢を気にすると、将来への期待がなくなった
り、見失ったりしてしまうことがあります。20 代
後半の私でも、「もう若くないかも」と考えてしま
う日もありますが、希望通りの人生が進めなくて
も、社会の「何歳まで」の理想と外れても、違っ
た経路で目標にたどり着くと信じています。

日本の社会でも、年齢のことを気にしなければ、
さらに暮らしやすくなるのではないかと思います。
面白いことに、年齢の価値観の差について、お父
さんに話したら、「自分の年齢は気にしなくてもい
いでしょう。３０代って若いですよ！」と、友達
と全く逆のことを言ってくれました。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

「若い」って何歳まで？

ナターリャ
　　の部屋

第24回

子どもセンター
小学生の親のための子育て相談

日時　6月 20日㈪
   ①９：00　②10：00　③11：00
対象　小学生の保護者
費用　無料
定員　3人（先着順）時間帯を選んで予約し
てください。

申込期間　6月4日㈯～同18日㈯
申込・問い合わせ先　　子どもセンター
　☎28-3645、FAX28-3646
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

佐
伯
瑠る

夏か

ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

村
瀬
叶と

羽わ

ち
ゃ
ん

（
川
瀬
馬
場
町
）

 

藤
原
清せ

い

奈な

ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

パ パ マ マ 学 級

赤ちゃんのお世話（お風呂、おむつ交換、だっこの仕方）

や交流会をします。
日時　6 月 26 日㈰　9：30 〜 12：00（受付 9：

15 〜 9：30）

場所　くすのきセンター１階
対象　市内に住民登録のある妊娠 24 週以降の夫婦
定員　18 組（申込者多数の場合は、予定日が近い人、第

１子の人を優先します）

持ち物　母子健康手帳、父子健康手帳
申込期間　6 月 1 日㈬〜同 10 日㈮
申込方法　 健康推進課に電話か FAX。QR コード

対応の携帯電話を使って申し込むこともできま
す。　

　※託児はありません。

栄 　 養 　 相 　 談

☆夏バテ予防の食生活アドバイス☆

初夏の時期は大人も子どもも、食欲に影響が出や
すい頃です。夏バテしない体づくりのために、日頃
の食生活を見直しませんか。
日時　7月4日㈪ 9：00 ～、10：30 ～
　　　〈予約制、各１人〉
場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養相

談を受け付けています。

■大腸がん検診【一部要予約】
５００円で近くの医療機関で受診できます
対象　40 歳以上の人（平成29年3月31日現在）

容器配布・受付期間　6 月 1 日㈬〜 11 月 30 日㈬
便提出期限　12 月 20 日㈫
受診方法　直接医療機関で受診してください。
■乳がん検診【要予約】
視触診がなくなりました
対象　40 歳以上の人（平成29年3月31日現在）

受診券申込期限　平成 29 年 2 月 20 日㈪
医療機関予約期限　平成 29 年 2 月 27 日㈪
受診方法　
①がん検診予約専用電話 24-3719 へ電話　
②受診券はがきが手元に届いたら、医療機関へ電話予

約
③受診券はがき、検診料 500 円を持って受診
※乳がん検診無料クーポン券、乳がん検診受診勧奨は

がきを持っている人は直接医療機関で予約してくだ
さい。

■子宮頸がん検診【一部要予約】
対象　20 歳以上の人（平成29年3月31日現在）

受付期限　平成29年3月31日㈮
受診方法　直接医療機関で受診してください。
※乳がん・子宮頸がん検診は 2 年に 1 回の検診です。

ただし、がん検診無料クーポン券対象者は受診でき
ます。

大腸がん・乳がん・子宮頸がん（医療機関検診）

受診できる医療機関、検診項目
など詳しいことは、「平成 28 年
度彦根市健康診査・がん検診のお
知らせ」12、13 ページでご確
認ください。

〈お知らせ〉
同冊子８ページのKKCパック健
診で、土曜日に子宮頸がん、乳が
んの検診はありません。

▲５月 15日号と同時
に配布しています

広
報
ひ
こ
ね
５

月
15
日
号
15
ペ
ー

ジ
「
す
く
す
く
ベ
イ

ビ
ー
」
で
、
瀧
波
雨

音
ち
ゃ
ん
の
町
名
が

（
深
海
町
）
と
あ
る
の

は
、
正
し
く
は
（
新

海
町
）
で
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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発
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通
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第
1
3
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6
号

（
平
成
2
8
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6
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
1
,0
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
2
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

人口と世帯数
　　　　　　平成28年5 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,666 人（＋ 42）
　 55,637 人（＋ 56）

57,029 人（− 14）
46,160 世帯（＋ 62）

表
紙
の
写
真

指定ごみ袋が一部変わります
現在、使用されている燃やすごみ専
用袋に、新しく容量が 40ℓの袋を追
加します。
同袋は、７月頃から取扱店で販売し
ます（10枚入り130円〈税抜き〉）。
なお、現在販売されているごみ袋も
そのまま使用できます。
問い合わせ先　 生活環境課☎ 30-6116、

FAX27-0395

▶︎
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用
袋

は
透
明
に
な
り
ま
し
た
。

【おもな変更点】
▶︎大きさの表記を「40ℓ、30ℓ」といった容

量表記に変更しました。
▶︎素材の変更により、容器包装プラスチック専

用袋が透明になりました。
▶︎視覚障害のある人が、手触りで袋の種類がわ

かるようにするため、容器包装プラスチック
専用袋の素材を変更し、厚みを薄くしました。
また、購入時に袋の種類が判別できるように、
外装の取り出し口の位置の変更や、空気穴を
空けています（容プラ用）。

▲新しい 40ℓの燃やすごみ専用袋（左）は、現在の一番
大きい特大袋（右）より、一回り大きいサイズです。

玄
宮
園
で
田
植
え

　

か
つ
て
玄
宮
園
に
は
「
神
田
」
と

呼
ば
れ
る
水
田
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
復
元
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
的
に
、
大
名
庭
園
の
水
田
で

は
、
藩
主
自
ら
が
領
内
の
五
穀
豊
穣

を
祈
っ
て
、
田
植
え
神
事
が
行
わ
れ

て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　

５
月
14
日
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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種類（指定専用袋）

燃やすごみ

事業用燃やすごみ※

容器包装プラスチック

埋立ごみ

容量（ℓ）

40

30

22

12

45

40

22

22

価格（税抜）
いずれも10枚入り

130円

110円

100円

80円

120円

80円

60円

80円

NEW

※事業用の袋には持ち手がありません。地域の了承を得て、
集積場に排出する場合は、特別収集証紙（300 円 / 枚）
を貼る必要があります。


